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－ 研究目的 －

発表論文・関連論文 ：中村遼太郎，及川雄大，朱俊彦，高瀬裕也：側面が劣化したRC梁における補修厚さがせん断強度に及ぼす影響, コンクリート構造物の補修，
補強，アップグレード論文集, Vol.23, pp.263-266, 2023.10

劣化した鉄筋コンクリート建物を長寿命化させるには，1) 劣化したコンクリート構造部材の耐震性の把握，2) 劣
化した構造部材に対する補修効果および補強効果の定量評価，3)効率的な補修・補強工法および設計法を確立
する必要がある。そこで，本研究では，鉄筋コンクリート（RC）梁を製作し，主筋の引き抜き実験（付着実験）およ
び3点曲げ加力実験を実施し，表層コンクリートの劣化が付着強度と曲げ強度に及ぼす影響を検証する。

－ 研究成果・効果 －

付着実験のパラメータ

1) 相対動弾性係数DM

100 %，80 %，60 %

2) 未補修/補修

3) 付着長さ：10d/7d
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D13ネジ節鉄筋 付着実験の加力方法

表層を劣化させ，
びしゃんではつり，
PCMで断面修復 付着実験の結果：劣化により付着強

度も低下した。また，(A)の補修で
は，完全に強度回復しなかった。
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(A) かぶりコンクリートの
み補修

(B) 主筋の下部まで補修 DMが60%になると，終局曲
げモーメントが6%低下した。

３点曲げ加力実験：DM=100%と
60%の2体で検証した。
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